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Mis días en México 

第 51 期日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修生として広島県の推薦枠より参加し

ております、石松 桜杏と申します。現在、広島市立大学国際学部国際学科に在籍しており、国

際政治・平和を専攻として学んでいます。8月にメキシコに到着し、およそ 2か月が経過しまし

た。この報告書では、1年間の研修を通したメキシコの生活についてお伝えしていきます。 

 

1．はじめてのメキシコ（気候について） 

メキシコの8月、9月は日本と違い意外にも涼しく、気温は20度前後です。そのため、基本

的には長袖で生活しています。メキシコは現在雨季にあたり、夕方になると毎日のように雨が

降ります。道路は日本ほど水はけが良くないため、水たまりが多く見られます。したがって、メ

キシコに行く際は、折りたたみ傘や長靴などの雨対策グッズを持参することをおすすめします。 

 

2．語学学校スタート 

メキシコに到着後、すぐにレベル分けの試験が行われ、1 週間ほどで、CEPE 語学学校の授

業がスタートしました。 

平日は、メキシコ国立自治大学（UNAM）付属の語学学校である CEPE に通い、スペイン語

を学ぶ日々を送っています。CEPEのスペイン語のクラスは、nivel０から nivel８の9段階に

分かれており、テストの結果をもとに、自分のレベルに合ったクラスを受講できます。今学期の

私のスペイン語のクラスは、生徒が 11 人おり、アメリカ、イタリア、オランダ、韓国、中国、日本

と多国籍で年齢も様々です。授業は文法中心で、グループワークやプレゼンテーションもある

ため、充実したスペイン語学習ができています。 

 通学には、メトロバスという公共交通機関を使っています。メトロバスは片道一律 6 ペソ（約



45 円）と、とても安価です。女性専用車両があり、多くの女性はこの車両に乗っています。朝

は通勤ラッシュでとても混んでいるので、早めに家を出発するように心がけています。 

私は午前中に授業を取っているので、授業終了後は、CEPE や UNAM の図書館で課題を

したり、日墨生やメキシコの友人と一緒にお昼ご飯を食べに行ったりと、自由に過ごしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

（左）CEPEの近くにある日墨生に人気のタコス屋さんのタコス（Arracheraがおすすめ） 

（右）CEPE語学学校の入口 

 

３．メキシコのスポーツ 

メキシコのスポーツと聞いて、皆さんは何を思い浮かべますか？多くの人は、サッカーやル

チャ・リブレを真っ先に思い浮かべるのではないでしょうか。 

私がメキシコを留学先として選んだ理由の 1 つは、スポーツ大国メキシコのスポーツ文化を

調査したいという思いがあったからです。私は広島生まれ広島育ちで、広島東洋カープ、サン

フレッチェやドラゴンフライズが大好きです。そのため、同じくスポーツが盛んな広島とメキシ

コを、スポーツを通じてつなぐ存在になりたいと考えています。 

 今回は、私が 2 か月間の中で観戦したスポーツの中でも、特にサッカーと野球について紹介

します。 

 



・サッカー 

UNAM には、クラブ・ウニベルシダ・ナシオナル（通称 PUMAS）というメキシコのリーガ MX

（1 部リーグ）に所属するプロサッカーチームがあり、大学内にあるエスタディオ・オリンピコ・ウ

ニベルシタリオというサッカー場で試合が行われています。 

CEPEやUNAMの在学生だけでなく、卒業生や地元の人など多くのファンがいる人気チーム

で、私が観戦した日は、2.3 万人以上の観客を動員していました。スタジアムは非常に熱気に

満ちており、メキシコのサッカー人気を感じました。 

CEPEの学生は、オフィスでサッカーのチケットがほしいと伝えると無料でチケットをもらい観

戦することができるので、スポーツに関心がある学生にはとてもおすすめです。 

サッカー場はセキュリティがとても厳しく、水筒や傘、リップクリームなど持ちこめないものが

多くあるため、必要最低限の荷物で行った方が良いです。 

  

UNAMのサッカー場                  セキュリティチェックの様子 

・野球（メキシカンリーグ） 

メキシコシティでは、日本と比べて野球があまり知られていないため、メキシコ人に「野球が

好き」と言うと驚かれることが多いです。しかし意外にも、街中では、野球の帽子をかぶってい

る人を多く見かけます。 

メキシコでは、1 年を通して野球が行われており、4 月から 9 月はメキシカンリーグが開催



されています。 

私は、8月末にメキシコシティに本拠地を置くディアブロス・ロホス（レッド・デビルズ）の試合

を観戦しました。内野席はすべて埋まっていたため、当日券で外野席を購入しました。価格は

120ペソ（約 900円）でした。 

球場では、メキシコならではの応援スタイルや、独特の歓声に触れ、スポーツがいかに地域

文化と密接に結びついているかを実感しました。球場内にはミュージアムもあり、チームの歴

史やメキシコ野球についても知ることができることができ、とても楽しむことができました。 

このチームは、日本にゆかりのある選手が多く在籍しており、元広島東洋カープのピレラ選

手もスタメンで活躍していました。観戦した日は残念ながら負けてしまいましたが、チームは 9

月に 10年ぶりのリーグ制覇を果たしました！ 

 

外野席から見た球場の様子              スコアボードには元広島のピレラ選手 

 

おわりに 

 はじめての CEPEの期末テストも無事に終わり、明日から 10日間の休みに入ります。 

これからも、メキシコの豊かな文化に触れながら、独自の視点でメキシコの魅力を伝えていき

ます。 


